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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣及び国土交通大

臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS Z 1615:1987 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣，国土交通大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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国際貨物コンテナ－コード，識別及び表示方法 

Freight containers for international trade- 

Coding identification and marking 

 

序文 

この規格は，1972 年に制定され，その後 3 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 1987 年に

行われたが，道路輸送関係法規に対応するため及び関連国際規格の改正に対応するために改正した。また，

改正に当たっては，次の関連国際規格を参考にした。 

－ ISO 6346:1995，Freight containers－Coding, identification and marking 及び Amendment 3:2012 

－ ISO 8323:1985，Freight containers－Air/surface (intermodal) general purpose containers－Specification and 

tests 

 

1 適用範囲 

この規格は，国際流通を目的として，複合一貫輸送に用いられる国際貨物コンテナ（以下，コンテナと

いう。）のコード，識別及び表示方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。この引用

規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS Z 1614 国際貨物コンテナ－外のり寸法及び最大総質量 

 

3 コード及びマークの種類 

コード及び運用に関するマークの種類は，次による。 

a) 所有者コード，一連番号及びチェックディジット 

b) コンテナの種類及び形式に関するコード 

c) 運用に関するマーク 

1) 最大総質量及び自重 

2) 空陸海輸送コンテナマーク 

3) 架線注意マーク 

4) ハイトマーク 

 

4 コード及びマークの表示 

4.1 一般 

コンテナには，箇条 3 a) 及び箇条 3 の c) 1)～c) 4) について表示しなければならない。箇条 3 b) の表示


